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百済王陵の飛鳥への影響

武
寧
王
陵
の
発
見

一
　

一
九
七
一
年
七
月
八
日
、
韓
国
忠
清
南
道
公
州

市
内
の
宋
山
里
古
墳
群
の
一
石
室
の
閉
塞
部
が
開

け
ら
れ
た
。
ア
ー
チ
形
に
塞
が
れ
た
塼
を
外
す

と
、
石
彫
の
鎮
獣
が
悪
霊
の
侵
入
を
防
ぐ
べ
く
威

嚇
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
地
主
神
か
ら
墓
地
の
購

入
契
約
を
石
版
に
刻
ん
だ
買
地
券
が
あ
っ
た
。
墓

の
主
は
斯し

麻ま

王お
う

で
謚し

号ご
う

は
武
寧
王
だ
っ
た
。
日
本

で
は
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
発
見
の
前
年
だ
っ
た
の

で
、
ま
だ
世
間
の
関
心
も
薄
か
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
新
聞
は
買
地
券
の
拓
本
を
掲
載
し
、
研
究
者
の

関
心
は
、
こ
の
古
墳
の
話
で
持
ち
き
り
だ
っ
た
。

斯
麻
王
は
九
州
加
唐
島
で
誕
生
し
た
武
寧
王
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
発
掘
十
年
後
、
乾
漆
棺

の
木
材
が
韓
半
島
に
自
生
し
な
い
高
野
槙
と
判
明

し
た
。
王
が
倭
国
で
の
誕
生
出
自
と
の
関
わ
り
を

滲
ま
せ
て
い
た
。

　

武
寧
王
陵
の
石
室
は
、
ア
ー
チ
積
の
塼
室
で
あ

る
た
め
中
国
南
朝
の
塼
室
墓
の
影
響
も
指
摘
さ
れ

た
が
、
こ
の
古
墳
の
あ
る
宋
山
里
古
墳
群
は
、
丘

陵
南
斜
面
に
同
形
式
の
塼
積
室
の
６
号
墳
と
、
そ

の
北
東
に
野
石
組
で
ド
ー
ム
状
の
壁
面
を
漆
喰
仕

上
げ
に
す
る
１
～
４
号
墳
や
６
～
７
号
墳
が
あ

り
、
こ
の
な
か
に
熊
津
遷
都
に
伴
う
百
済
王
家
の

文
周
王
、
三
斤
王
、
東
城
王
の
王
陵
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
王
陵
地
と
し
て
宋
山
が
占
地
さ

れ
、ド
ー
ム
式（
穹
㝫
式
）の
玄
室
を
ア
ー
チ
式（
蒲

鉾
形
）の
通
路
で
繋
ぐ
墓
室
を
築
造
し
た
よ
う
だ
。

そ
の
ル
ー
ツ
を
遡
れ
ば
、
漢
晋
代
よ
り
葬
ら
れ
た

塼
積
古
墳
の
影
響
を
受
け
た
高
句
麗
の
石
室
に
た

ど
り
着
く
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
源
流
経
路
の
一
つ
と
し
た

中
国
の
嘉
峪
関
魏
晋
墓
な
ど
の
地
下
入
口
を
見
る

と
、
武
寧
王
陵
と
同
様
の
塼
を
円
形
に
積
上
げ
た

ア
ー
チ
形
の
通
路
を
通
り
、
前
室
と
、
そ
の
奥
で

玄
室
に
達
す
る
。
前
室
、
玄
室
と
も
四
方
か
ら
寄

せ
る
ド
ー
ム
状
の
天
井
で
全
面
漆
喰
仕
上
げ
に
し

百
済
王
陵
の
飛
鳥
へ
の
影
響

猪
熊
　
兼
勝

京
都
橘
大
学
　
名
誉
教
授

た
表
面
に
壁
画
を
描
く
。
こ
う
し
た
塼
室
墓
が
高

句
麗
に
伝
わ
る
と
、
ド
ー
ム
状
の
構
造
を
花
崗
岩

の
長
い
切
石
を
井
桁
積
に
し
た
。
や
が
て
七
世
紀

に
な
る
と
石
材
を
平
滑
に
す
る
た
め
、
加
工
手
法

の
緻
密
な
コ
タ
タ
キ
や
、
水
引
で
石
の
表
面
を
磨

き
あ
げ
た
壁
面
に
直
接
壁
画
を
描
い
た
。

　

百
済
石
室
の
形
式
を
大
ま
か
に
見
る
と
漆
喰

ド
ー
ム
形
、
塼
積
ア
ー
チ
形
、
切
石
積
み
が
あ
り
、

時
代
差
と
身
分
差
を
示
し
て
い
る
。
百
済
の
王
陵

は
、
こ
う
し
た
中
国
南
朝
と
高
句
麗
の
墓
室
を
模

し
た
が
、
何
故
、
敵
対
す
る
高
句
麗
の
墓
室
を
採

用
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
出
土
品
の
な
か
に
南

朝
の
褐
釉
陶
器
が
含
ま
れ
、
百
済
的
解
釈
で
は
、

こ
の
頃
、
歴
代
王
が
南
朝
か
ら
百
済
王
と
し
て
冊

封
体
制
下
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
南
朝
の
塼
積

宋
山
里
古
墳
群

（
右
よ
り
２･

３･

４
号
墳
）

宋
山
里
古
墳
群

石田　浩幸
四角形
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泗
泚
時
代
の
王
陵

二

墓
を
模
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

　

武
寧
王
陵
は
、
百
済
に
お
い
て
、
伝
統
と
な
り

つ
つ
あ
っ
た
宋
山
里
王
陵
地
の
ド
ー
ム
状
石
室
を

変
換
し
、
垂
直
な
奥
壁
を
し
た
ア
ー
チ
積
塼
室
に

　

そ
し
て
聖せ

い

穠じ
ょ
う（

聖
王
）
が
王
権
を
継
ぐ
。『
日

本
書
記
』
で
は
聖
明
王
と
記
す
。
新
羅
と
の
緊
迫

し
た
な
か
五
三
八
年
、
錦
江
下
流
沿
い
の
泗
沘

（
扶
余
）
に
都
を
移
す
。
遷
都
十
六
年
後
、
新
羅

と
の
戦
い
で
戦
死
す
る
。
聖
王
陵
の
想
定
陵
は
新

旧
の
両
都
に
あ
る
。
宋
山
里
王
陵
地
は
丘
陵
上
斜

面
か
ら
占
地
し
て
お
り
、
最
後
に
築
造
し
た
斜
面

下
部
に
築
造
し
て
い
る
塼
積
石
室
の
６
号
墳
が
あ

る
。
そ
の
塼
の
な
か
に
、
武
寧
王
陵
で
使
用
さ
れ

て
い
る
花
紋
塼
が
含
ま
れ
て
い
て
、
６
号
墳
の
形

態
は
武
寧
王
陵
よ
り
新
し
い
。
さ
ら
に
、
墓
室
内

に
遺
物
が
皆
無
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
聖
穠
が
生

前
か
ら
築
造
し
た
寿
陵
が
完
成
し
た
も
の
の
空
陵

と
な
っ
た
。
そ
の
ソ
ッ
ク
リ
さ
ん
が
新
都
の
陵
山

里
王
陵
群
の
中
下
塚
（
２
号
墳
）
で
、
埋
葬
痕
跡

も
あ
っ
た
た
め
、
姜
仁
求
『
百
済
古
墳
の
研
究
』、

東
潮
『
高
句
麗
考
古
学
研
究
』
で
は
、
実
際
に
聖

し
た
。
こ
の
石
室
に
使
用
さ
れ
た
塼
に
「
壬
辰
年

作
」
の
線
刻
が
あ
り
、武
寧
王
十
二
年
（
五
一
二
）

に
塼
の
製
作
を
し
て
い
る
。
王
の
葬
礼
が
聖
王

三
年
（
五
二
五
）、
王
妃
の
葬
礼
が
聖
王
七
年

（
五
二
九
）
で
、
王
の
生
前
か
ら
造
墓
に
着
手
し

た
寿
陵
と
わ
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
石
室
や
棺
材
な

ど
王
自
身
の
意
向
が
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。当
時
、

『
百
済
本
紀
』
に
よ
る
と
緊
迫
し
た
軍
事
情
勢
が

読
み
取
れ
る
。そ
ん
な
な
か
武
寧
王
は
崩
御
す
る
。

墓室側壁図

武寧王陵（復元）

武寧王陵築造模型
（国立公州博物館）

嘉峪関魏晋墓７号墳

宋山里５号墳

宋山里６号墳 陵山里中下塚

石田　浩幸
四角形
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百済王陵の飛鳥への影響

王
が
埋
葬
さ
れ
た
の
が
陵
山
里
中
下
塚
と
し
て
い

る
。

　

威
徳
王
十
三
年
（
五
六
六
）、
聖
王
陵
を
祀
る

陵
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
塔
の
地
中
に
埋
め
た
舎
利

容
器
を
入
れ
る
花
崗
岩
製
の
外
容
器
に
「
百
済
昌

王
十
三
季
大
歳
妹
兄
公
供
養
舎
利
」
と
刻
ま
れ
、

形
状
は
中
下
塚
の
花
崗
岩
石
室
の
ア
ー
チ
形
断
面

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
。
聖
王
陵
を
意
識
し
て
い

る
。
聖
王
の
長
子
で
あ
る
昌
王
（
威
徳
王
）
が
両

遺
跡
に
関
わ
っ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
に
共
通
性
が

あ
る
。
そ
の
後
、
威
徳
王
の
弟
の
恵
王
、
そ
の
子

の
法
王
が
王
位
を
継
承
す
る
が
、
在
位
が
各
一
年

の
短
期
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
王
陵
群
の
中
上
塚
、
西

上
塚
が
想
定
陵
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
特
定
は
難

し
い
。
百
済
芸
術
を
代
表
す
る
陵
寺
跡
出
土
の
金

銅
須
弥
山
形
香
炉
は
、
こ
う
し
た
王
家
の
陵
と
寺

の
法
要
で
焚
か
れ
た
。

　

山
本
孝
文『
三
国
時
代
律
令
の
考
古
学
的
研
究
』

に
よ
る
と
、
百
済
式
古
墳
は
石
室
幅
と
長
軸
の
指

数
か
ら
面
積
を
割
り
出
し
、
王
陵
を
想
定
し
て
い

る
。
な
か
で
も
陵
山
里
王
陵
群
と
陵
山
里
東
古
墳

群
が
他
の
古
墳
群
よ
り
規
模
が
突
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
王
家
と
皇
族
の
墳
墓
と
す
る
。
東
古

墳
群
の
石
室
長
軸
は
二
㍍
台
で
あ
る
が
、
陵
山
里

王
陵
群
は
三
㍍
を
越
え
る
。　

　

宋
山
里
古
墳
群
以
来
、
百
済
王
家
は
王
陵
を
一

定
箇
所
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
陵
山
の
地

名
は
後
に
称
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
風
水
思
想
に
基

づ
き
、
丘
陵
の
南
斜
面
を
占
地
し
た
七
基
の
円
墳

裾
に
は
野
石
の
外
護
列
石
を
巡
ら
せ
て
い
た
。
こ

こ
の
築
造
順
は
、
宋
山
里
王
陵
群
と
違
い
、
丘
陵

の
下
部
を
先
帝
順
に
占
地
し
た
ら
し
い
。
お
そ
ら

く
泗
沘
時
代
の
王
陵
全
体
の
祭
式
を
意
識
し
た
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
野
石
は
泗
泚
城
壁
と
同
一
石

材
と
思
わ
れ
る
。
羅
城
の
東
を
王
家
の
奥
津
域
と

し
、そ
の
間
に
陵
寺
を
設
け
た
。
王
家
に
と
っ
て
、

最
も
身
近
で
重
要
な
斎
場
と
な
っ
た
。

　

や
が
て
、
中
下
塚
と
呼
ぶ
聖
王
陵
に
東
接
し
て

威
徳
王
陵
の
東
下
塚
（
１
号
王
陵
）
が
計
画
さ
れ

た
。そ
こ
で
は
天
井
の
構
造
を
、こ
れ
ま
で
の
ア
ー

チ
形
か
ら
側
壁
を
内
傾
斜
し
た
台
形
状
や
平
天
井

の
陵
山
里
式
石
室
と
な
っ
た
。
扶
余
の
中
心
地
に

定
林
寺
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
創
建
時
に
木
塔
説

も
あ
る
が
、
石
塔
に
使
う
巨
大
な
花
崗
岩
切
石
の

調
達
や
、
古
墳
へ
の
応
用
も
可
能
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。
石
室
で
は
重
厚
な
花
崗
岩
板
石
を
組
み
立

て
、
石
と
石
を
合
わ
せ
る
目
地
に
漆
喰
を
充
填
し

た
。
東
下
塚
の
磨
き
上
げ
ら
れ
た
石
面
に
直
接
描

陵山里王陵群 東下塚

陵山里王陵群

陵
山
里
東
下
塚

石田　浩幸
四角形
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飛
鳥
王
陵
へ
の
影
響

三
　

六
世
紀
以
来
、
朝
鮮
半
島
、
な
か
で
も
百
済
か

ら
先
進
地
の
文
化
を
受
け
入
れ
た
飛
鳥
は
、
保
守

的
な
皇
室
の
墓
制
も
百
済
王
家
の
陵
墓
の
影
響
を

受
け
た
。
百
済
に
お
い
て
、
倭
国
と
親
密
と
な
る

熊
津
時
代
以
後
の
王
陵
は
、
丘
陵
に
群
集
し
た
円

墳
で
あ
る
。
武
寧
王
陵
は
石
室
内
一
面
に
副
葬
品

を
埋
納
し
て
い
た
。
倭
国
で
も
、
推
古
二
十
年

（
六
一
二
）、
欽
明
陵
（
見
瀬
丸
山
古
墳
）
に
追
葬

し
た
堅
塩
媛
の
祭
式
に
二
万
五
千
点
の
副
葬
品
を

納
め
た
記
載
が
あ
る
。
藤
ノ
木
古
墳
で
見
た
よ
う

に
、
副
葬
品
の
数
量
で
威
圧
す
る
後
期
古
墳
の
様

相
で
あ
っ
た
。
泗
沘
（
扶
余
）
に
遷
都
す
る
と
、

副
葬
品
が
極
端
に
少
な
く
な
り
、
被
葬
者
は
身
分

を
示
す
正
装
を
し
て
乾
漆
棺
に
葬
ら
れ
た
。

　

河
内
飛
鳥
の
御
廟
山
古
墳
は
花
崗
岩
切
石
組

で
、
両
側
壁
各
二
枚
、
奥
壁
・
扉
石
各
一
枚
、
水

平
な
一
石
の
天
井
石
で
構
成
す
る
。
全
面
朱
彩
し

い
た
蓮
華
紋
、
飛
雲
紋
、
白
虎
の
壁
画
が
残
る
。

こ
こ
で
は
床
と
棺
台
を
磚
で
構
成
し
、
切
石
組
の

石
室
、
磚
積
石
室
を
折
衷
し
た
試
行
錯
誤
の
状
況

を
物
語
る
。

　
「
土
製
の
塼
」
か
ら
「
石
製
の
磚
」
へ
切
り
替

わ
っ
た
陵
山
里
東
１
号
墳
は
塼
積
墓
か
ら
脱
却
で

あ
り
、
百
済
式
石
室
の
完
成
で
あ
っ
た
。
東
古
墳

群
は
全
体
の
構
成
に
王
陵
群
ほ
ど
の
整
然
と
し
た

計
画
性
が
な
く
、
王
陵
地
で
は
な
い
が
、
石
室
規

模
が
他
の
百
済
式
石
室
よ
り
大
き
く
、
皇
族
や
高

級
官
僚
が
被
葬
者
像
と
し
て
浮
か
ぶ
。

　

陵
山
里
以
外
で
も
大
き
な
王
陵
級
の
石
室
が
あ

る
。
泗
沘
城
の
副
都
と
さ
れ
る
益
山
（
裡い

里り

）
は

花
崗
岩
の
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
、
百
済
最
大
の

石
造
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
有
名
な
弥
勒
寺
西
石

塔
の
芯
礎
か
ら
舎
利
容
器
と
と
も
に
縁
起
を
記
し

た
「
金
製
舎
利
奉
安
記
」
を
埋
納
し
て
い
た
。
こ

の
金
石
文
に
よ
っ
て
『
三
国
遺
事
』
と
は
異
な
る

武
王
四
十
年
（
六
三
九
）
建
立
と
判
明
し
た
。
従

来
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
近
く
の
益
山

双
墳
の
大
墓
が
武
王
在
位
中
の
寿
陵
の
可
能
性
が

さ
ら
に
強
く
な
っ
た
。
益
山
弥
勒
寺
の
石
造
技
法

が
応
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
遺
事
』
の
弥
勒

寺
建
立
事
情
で
は
、
新
羅
の
真
平
王
が
、
嫁
い
だ

娘
が
発
願
す
る
百
済
の
大
寺
院
建
立
に
、
故
国
か

ら
百
工
を
派
遣
し
た
と
記
す
。
百
工
は
石
工
の
誤

り
と
も
解
釈
で
き
る
。
新
羅
の
優
れ
た
石
造
技
術

を
導
入
し
た
こ
と
は
あ
り
え
よ
う
。

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
格
狭
間
を
半
肉
彫
に
し
た

石
製
棺
台
に
置
か
れ
た
乾
漆
棺
（
漆
塗
木
棺
）
に

海
老
鍵
を
掛
け
た
。
こ
れ
を
豪
華
に
し
た
構
造
が

天
武
持
統
陵
で
あ
る
。
御
廟
山
古
墳
は
、
河
内
飛

鳥
に
隣
接
す
る
羽
曳
野
丘
陵
に
立
地
し
て
お
り
、

孝
徳
陵
の
可
能
性
が
強
い
。
陵
山
里
古
墳
群
の
特

定
す
る
古
墳
と
は
細
部
ま
で
同
一
の
石
室
で
は
な

い
が
、
雰
囲
気
を
充
分
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ

の
改
造
形
と
し
て
理
解
で
き
る
の
は
、
盗
掘
記
録

『
阿
不
幾
乃
山
陵
記
』
の
記
録
で
分
か
る
天
武
持

統
陵
で
あ
る
。
水
平
な
天
井
と
花
崗
岩
切
石
や
漆

喰
で
壁
面
調
整
し
た
陵
山
里
王
陵
群
と
東
古
墳
群

の
白
壁
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
天
武
陵
で
は
大
理
石
で

表
現
し
、
朱
彩
し
て
い
た
。
奥
行
き
三
㍍
規
模
の

石
室
は
百
済
王
陵
に
比
定
す
る
。
陵
山
里
東
３
号

墳
を
調
査
し
た
梅
原
末
治
は
石
室
壁
面
に
朱
彩
の

痕
跡
を
記
し
て
い
る
。

　

百
済
の
敗
北
を
知
り
、
白
村
江
の
決
戦
を
控
え

た
ま
ま
、
斉
明
天
皇
は
崩
御
す
る
。
斉
明
陵
は
飛

鳥
牽
牛
子
塚
古
墳
で
あ
る
こ
と
は
、
衆
人
の
認
め

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
娘
の
孝
徳
皇
后
の
間
人
皇
女

と
合
葬
す
る
が
、
凝
灰
岩
製
の
石
室
天
井
は
、
緩

や
か
な
弧
円
を
描
く
、
一
見
、
百
済
古
墳
と
違
和

感
を
持
つ
が
、
宋
山
里
王
陵
群
以
来
の
ド
ー
ム
形

イ
メ
ー
ジ
を
倭
国
風
に
改
造
し
た
の
だ
ろ
う
。
武

寧
王
陵
で
王
妃
の
枕
に
施
さ
れ
た
亀
甲
紋
と
牽
牛

子
塚
古
墳
出
土
の
七
宝
製
亀
甲
形
金
具
の
共
通
性

が
浮
か
ぶ
。

　

陵
山
里
王
陵
、
陵
山
里
東
古
墳
の
王
族
墓
と
云

え
ど
も
出
土
遺
物
は
、
飾
り
金
具
な
ど
棺
材
部
品

と
体
や
衣
服
を
飾
る
装
身
具
が
中
心
で
、
土
器
な

ど
の
副
葬
品
は
極
め
て
少
な
い
。
陵
山
里
式
石
室

の
な
か
に
は
、
銀
花
冠
飾
具
や
羅
冠
な
ど
の
冠
骨

の
出
土
が
あ
り
、
泗
沘
時
代
の
各
地
を
統
治
し
た

官
僚
墓
と
分
か
る
。
さ
ら
に
捕
虜
と
な
り
唐
の
都

で
命
果
て
た
義
慈
王
も
寿
陵
の
築
造
を
着
手
し
て

い
た
か
、
否
か
、
気
に
か
か
る
。
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武
寧
王
陵
の
乾
漆
棺
は
有
名
で
あ
る
が
、
陵
山

里
王
陵
群
と
陵
山
里
東
古
墳
群
の
柩
は
、
木
棺
片

と
漆
膜
の
断
片
が
出
土
し
て
い
て
、
乾
漆
棺
（
漆

塗
木
棺
）
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
い
ず
れ
も
百
済
の

王
や
皇
族
の
陵
墓
で
あ
る
が
、
百
済
滅
亡
後
、
飛

鳥
の
天
皇
陵
に
微
妙
な
変
化
が
あ
る
。
白
村
江
の

戦
後
処
理
に
関
わ
っ
た
中
大
兄
皇
子
は
、
母
・
斉

明
天
皇
と
妹
・
孝
徳
皇
后
の
大
葬
と
牽
牛
子
塚
古

墳
の
造
陵
を
主
催
す
る
。
こ
の
古
墳
か
ら
柩
の
断

片
と
し
て
脱
括
乾
漆
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。

技
術
的
に
乾
漆
よ
り
高
度
な
夾
紵
棺
を
天
皇
陵
に

採
用
し
、
乾
漆
棺
を
皇
子
の
柩
と
し
て
い
る
。
白

村
江
後
、百
済
か
ら
亡
命
者
を
受
け
入
れ
る
な
か
、

百
済
王
家
も
使
用
し
な
か
っ
た
夾
紵
棺
（
脱
括
乾

漆
棺
）
に
葬
る
。
御
廟
山
古
墳
と
同
様
、
百
済
の

柩
に
な
か
っ
た
海
老
錠
が
あ
る
。
正
倉
院
の
宝
物

に
唐
の
容
器
に
海
老
錠
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
う

が
、
唐
の
柩
に
夾
紵
棺
は
な
い
。

　

二
十
世
紀
の
初
め
調
査
し
た
宋
山
里
王
陵
群
と

陵
山
里
東
古
墳
群
は
木
棺
材
検
査
の
結
果
、
高
野

槙
と
し
て
報
告
し
て
い
る
。
将
来
、
再
検
討
さ
れ

る
だ
ろ
う
が
、
現
状
で
は
韓
半
島
に
自
生
し
な

か
っ
た
高
野
槙
を
倭
国
か
ら
運
ん
だ
と
理
解
す
る

し
か
な
い
。
百
済
か
ら
絹
を
は
じ
め
織
物
、
金
工

品
な
ど
の
返
礼
と
し
て
貢
納
品
に
加
え
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

陵
山
里
王
陵
群
や
陵
山
里
東
古
墳
群
で
普
遍
的

に
断
面
台
形
と
な
る
斜
め
側
壁
は
、
草
壁
皇
子
墓

説
の
束
明
神
古
墳
、
高
市
皇
子
墓
説
の
キ
ト
ラ
古

墳
、
川
嶋
皇
子
墓
説
の
マ
ル
コ
山
古
墳
が
あ
る
。

ま
た
、
平
坦
な
天
井
石
の
忍
壁
皇
子
墓
説
の
高
松

塚
古
墳
は
、
い
ず
れ
も
皇
子
墓
で
あ
る
。
乾
漆
棺

と
同
様
、
百
済
滅
亡
後
の
影
響
で
あ
る
。
た
だ
、

異
な
る
の
は
凝
灰
岩
切
石
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
百
済
古
墳
の
特
徴
は
、
飛
鳥
時
代
の

高
級
官
人
墓
級
の
古
墳
で
も
認
め
ら
れ
る
。
陵
山

里
東
下
塚
古
墳
の
磚
積
棺
台
は
白
村
江
の
責
任
に

言
及
し
た
藤
原
鎌
足
を
葬
る
摂
津
阿
武
山
古
墳
の

塼
積
棺
台
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
陵
山
里
東
１
号

墳
は
、
両
側
壁
と
奥
壁
を
花
崗
岩
の
布
石
積
を
し

て
お
り
、
飛
鳥
の
阿
部
文
殊
院
西
古
墳
と
酷
似
す

る
。
側
壁
と
床
石
の
違
い
が
あ
る
が
、
香
芝
市
の

平
野
塚
穴
山
古
墳
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
越
岩

屋
山
古
墳
の
石
組
と
上
段
壁
面
の
逆
台
形
傾
斜
も

百
済
古
墳
と
無
関
係
で
な
い
。
飛
鳥
の
東
部
・
桜

井
市
に
は
、
凝
灰
岩
製
の
塼
積
石
室
が
群
集
す

る
。
な
か
で
も
鳥
見
山
南
麓
の
舞
谷
２
号
墳
と
女

寄
峠
の
山
中
に
あ
る
花
山
西
古
墳
は
、
塼
積
の
側

壁
を
内
傾
斜
に
持
送
る
。
北
陸
、
小
松
市
の
河
田

１
号
墳
も
凝
灰
岩
切
石
積
で
側
壁
上
部
を
内
傾
斜

す
る
。
百
済
滅
亡
後
、
亡
命
し
た
渡
来
百
済
官
人

の
墳
墓
で
あ
ろ
う
。

花山塚西古墳

平野塚穴山古墳

陵山里東 1号墳
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